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紫外線(UV)によって硬化する光硬化型樹脂(光樹脂)を流体に混入し、漏えい部で硬化させることによる、

遠隔流体止水技術開発を進めている。本報は、水分散系光樹脂を改良して、UV照射量をパラメータとして

硬化試験を行い、止水材料としての適用性を評価した結果を報告する。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所では様々な漏えい事例が報告されており、多様な漏えいを防止する技術を持つこ

とは、今後の廃止措置において重要である。本研究グループは、前報において水に分散する水分散系光樹

脂を選択し、含水状態において UV を照射し、硬化する条件を見出した。その結果を適用し、小規模漏えい

部（漏えい部直径 0.8 mm,毎秒 1滴）の止水に成功した[1]。今回、さらなる硬化反応の向上を目的として、

硬化開始剤を光樹脂に内包する構造に改良した。本報では、改良樹脂の硬化特性評価を行った。 

2. 実験方法 

改良前と改良後の光樹脂(固形分濃度 40 wt%）を薄膜(直径 15 mm、厚み 1 mm以下、試料量 0.05 g)と厚

膜(直径 85 mm、厚み 10 mm、試料量 40 g）状の試料に調製し、これに高圧水銀灯（300 W）からの UV で照

射を行い、UV照射量(J/cm2)に対する水中での光樹脂の硬化反応率の評価を行った。硬化反応率は、薄膜試

料は室温乾燥、厚膜試料は凍結乾燥で水分を除去し、その後光樹脂の硬化反応に寄与する官能基（C=C）の

変化をフーリエ変換赤外分光法(FTIR)で測定し、算出した。 

3. 結果と考察 

改良後の光樹脂は改良前に比べ両試料とも硬化反応率の立 

ち上がりが大きい（図 1）。薄膜試料は、UV 照射量 29 J/cm2 

において、硬化反応率は改良後 8 %向上し、62 %となった。 

この反応率はほぼ全体が硬化した状態といえる。これは、U 

V 照射により内包した開始剤から生成したラジカルと光樹脂 

との衝突確率が高くなったことに起因するものと考える。一 

方、厚膜試料では、UV 照射量 30 J/cm2において、硬化反応率 

は改良後 9 %向上したが、38 %であった。光樹脂表面は硬化した 

が全体硬化に至らなかった。このことから、水中の硬化には UVとの反応に対する条件（到達深さ、UV強度）

が影響することがわかった。 
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図 1 UV照射量と硬化反応率の関係 
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